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組合概要

組合名 ミサト履物協同組合

所在地
〒636-0821
奈良県生駒郡三郷町立野北１丁目
２６番２３号

設立 1952年5月

代表者 理事長 芝﨑 安伸

組合員数 １１事業所

【組合について】
奈良県三郷町は、「履物の街」。その歴史は古く、江戸時代に「わら草

履」作りが原点。組合は、奈良県三郷町の伝統産業である履物製造を支え
る組織。信貴山の麓で熟練した職人の手作業により、「ケンコーミサトっ
子」の製造を行っている。

【ケンコーミサトっ子について】
現代の子供たちの足の成長（土踏まずの形成など）を助けるために考案。

天然のい草を使用し、鼻緒の位置を中央に設計することで、足指をしっか
り使って歩く習慣を促す。現在では全国の保育園や幼稚園で指定靴に採用
されるなど、唯一無二のポジションを確立。
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課題

熟練職人の高齢化

と後継者不足

• 熟練職人の引退により

鼻緒の供給が不安定

• 若年層の参入が限定的

技術承継の困難さ

• 高度な手作業技術が必

要

• 属人的な知識

組織的な支援・育

成体制の未確立

• 組合員の自助努力に依

存

• 統一された技能継承の

仕組みがない

組合課題の認識 危機感の共有
課題解決のた

めに…
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実施結果

本事業を終えて…

（良かった点） （今後の目標）

■意思決定のスピードアップ
集まる機会を設けたことで議論が円滑に進行

■解決へのロードマップ策定
具体的な解決策を見出すことができた

■危機の共有と自分事化
潜在的な危機感に対し、共通認識を持つこと

ができた

■ミサトっ子の販路拡大
展示会や商談会、取引先との連携強化

■新商品開発
鼻緒の新素材開発や高価格製品開発

鼻緒チーム発足

治具 ミシン購入 研究開発

鼻緒の製造を機械化＝ミシン化
・鼻緒用治具の検討
・試作開発、研究開発等
⇒組合・地場産業の存続のため

手縫い

機械化

ミシン

鼻緒職人

人材育成

高齢化技能

最賃
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伴走支援について（中央会）

伴走支援の成果

Before

・危機感の欠如、現状維持バイアス

・形骸化した理事会

・自己変革への挑戦

・組合員一丸の結束

After

良かった点

• 課題解決の必要性が共

有・醸成され、強力な

推進力となった

• 空気が変わる瞬間を感

じた

伴走支援の成果

• 一つの目標に向かって

一丸となって動き出し

たこと

今後に向けての想い

• 対話を止めないで

• 「小さな成功」を共有

し、成功体験を積み上

げて

• 次世代への「タスキ」

を
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総括（専門家）

全体の総括

集合研修

•経営分析の
実施

⇓
・経営デザイン
シートの内容
のヒアリング
と討議を実施。
・課題は２点
①販売数の
減少
②組合員（職
人）の減少

・組合生産「ケ
ンコーミサトっ
子」の課題で
あり、産地全
体の課題でも
ある。

個別支援①

・傾聴、課題の
具体化

⇓
・産地全体にま
で課題を広げ
ず、まずは組
合事業である
「ケンコーミサ
トっ子」の生
産の課題に
絞って、検証・
検討を進める
こととした。
・主テーマ：
手縫いしてい
る鼻緒を、ミ
シンで縫える
か？

個別支援②

・当初に目論ん
だ「産地全体
の課題解決」
では、テーマ
が大き過ぎる
と判断し、
「内職に頼っ
ている鼻緒の
製造工程の
機械化（ミシン
の活用）」に絞
ることとした。

⇓
・組合にてミシ
ンを購入し、ミ
シンを使った
鼻緒の試作を
目指す。

個別支援③

・ミシン購入の
件、活動状況
の確認。
・ミシン販売店
（取次店）に相
談。
・筒状の生地を
裏返裏返さず
に「祭縫い」に
することで、
解決できそう
である。

⇓
・事前の確認を
十分に行って
から、ミシンの
購入を進める。

個別支援④

・芯を入れた状
態で祭縫いを
するために、
バインダーが
必要であると
のこと。ミシン
取次店は「ミ
シンを買って
もらってから」
と考えている
ようである。

⇓
・ミシン購入前
に、バイン
ダー製作の技
術者に、実現
可能性を確認
する。

個別支援⑤

・ミシン取次店
の協力を受け、
技術検証が
完了。
・早速、先緒用
ミシンとバイン
ダー、先付用
ミシンと専用
の押さえ足を
発注。（近日
中に納品され
る見込みが
立っていた）
・今後の実機を
使った技術検
証に向けて、
弾みが付いて
いる状態。

・現状確認
・課題把握

・課題の具体
化

・当面の目標
の具体化

・実行性の事
前確認

・実行性の事
前確認2

・実戦に向けた
検証へ

傾聴
情報整理

フィードバック 傾聴
情報整理

フィードバック 傾聴
情報整理

フィードバック
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・足の健康な成長につながる「ケ

ンコーミサトっ子」という、オリ

ジナル商品を持っている。

・組合員には、草履づくりに関わ

る熟練の技術者が居る。

知財

・広報役を担って頂いた原田碩三氏の

発信が、子供の健康的な成長を求める

親や園の意識を惹きつけた。

・スマホやゲーム機等のデジタルデ

バイスの普及により、外で遊び活動

する子供たちが減少。

・組合内部にはない技術を活かす

場合等、外部の技術者や研究者の

協力を得る必要がある。

・草履（特に鼻緒）の生産を支

える人材が手薄である。

・主力メンバーの高齢化。

・今のままでは、組合員事業者

と組合、いずれの事業者も、求

められる草履の生産ができなく

なる。

市場状況

外部調達資源（誰から）

知財

・「ケンコーミサトっ子」の事

業収入。

知財の果たしてきた役割

・足の健康な成長につながる草履

づくりのノウハウ。

外部調達資源（誰から）

・足の成長を研究する、兵庫

教育大学名誉教授の原田碩三

氏の指導。

　　（＋）　　　これまでの外部環境　　　（－） 事業課題（弱み）

事業名 ミサト履物協同組合 作成年月日

どんな相手と組んで

・足の健康な成長につながるオリジナル商

品「ケンコーミサトっ子」の製造と販売。

・奈良県三郷町の伝統的地場産品である草履の普

及の促進。

・オリジナル商品の開発・販売による収益確保。

・「伝統的地場産品である草履の普及の促進」「オ

リジナル商品の開発・販売による収益確保」を実現

するために、人手不足の対応として、「人材育成」

と「機械化」の検討と推進が欠かせない。

・現在の収益事業に加えて、組合員事業者の人手

不足を補うために取り組む、「人材育成」と「機

械化」の検討と実践。

何を

・「ケンコーミサトッ子」の安定

供給。

提供先から得てきたもの

2026.2.20経営デザインシート

提供先へのアクセス方法

内部資源 資源をどのように用いて価値を生み出すか 提供する価値内部資源 資源をどのように用いて価値を生み出してきたか 提供してきた価値

解決策

・内職に頼っていた「ケンコーミサトっ子」の製造工

程を、ミシン等の活用で、可能な限り機械化する。

・組合が中心となって培う新技術を、求める組合員に

展開していくことによって、内職に頼った先緒の製造

を機械化・効率化することが、産地全体の不安の解消

に結びついていくと期待される。①・②高度な技術を含めて、機械化することの実現性。

③草履職人の将来にわたる必要性。特に鼻緒職人については、草履以外の下駄等の

ニーズの獲得を目指していきたい。

市場予測

(+)　　　これからの外部環境　　　（－）

移行のための課題

・鼻緒の製造工程の一部

を機械化する。（内職に

委託していた工程）

知財

・新たな鼻緒の製造工程

と製造技術。

必要な資源

提供先へのアクセス方法

・原田名誉教授の著書や、推薦を

受けて広がった。

・ニーズが激減することはないが、徐々に減少していく恐れがある。

・低価格で鼻緒の製造を手伝ってくれている職人が激減していく。

・内職で鼻緒の製造に関わってくれている

職人が、高齢化等で減っていく。賃金が安

く、新たな就業者は期待できない。

・伝統的な祭の参加者の利用、寺社仏

閣の神職や僧侶の利用等、安定した

ニーズが存在している。

「これから」の姿への移行のための戦略

・子供達への教育の画一化や、服装のトレンド化が進む中、昭和回顧や昭和

回帰による本物や本質を求める声が、若者の中にも増えてきている。

よりハイレベルの製造の技術やノ

ウハウ。

・機械化が「ケンコーミサトっ

子」の製造を長く継続するための

技術的基盤の一つになる。

・有効な技術開発が進んだ場合

は、それ自体が新たな経営資産に

なる。

提供先から得るもの

・「ケンコーミサトっ子」の販売

先と売上の維持・拡大による、収

入の増加と安定化。

知財の果たす役割

・これまで通り、組合から提供。

知財

提供先（誰に） 提供先（どんな相手に）

・「ケンコーミサトッ子」を大切

にして頂いている個人、幼稚園、

学校＋α。
誰と組んで

・ベテラン組合員の持つ草履づく

りの技術とノウハウ。

・特に、「鼻緒等」の高いレベル

の訓練と経験で培った技術が欠か

せない。

・いかに技術を継承するか？

今後の重要な鍵の一つである。

・また、機械化を含めた省力化の

検討を進め、事業の継続力を高め

る必要がある。

・組合に所属するベテランメン

バーの持っている草履製造の技術

やノウハウ、メーカーや工業技術

センター等の研究者が持っている

ノウハウを結集し、鼻緒の効率的

かつ効果的な製造方法を確立す

る。（内職に頼っていた鼻緒の製

造工程の機械化を含む）

・ミシン等の機械メーカー

・工業技術センター等の研究者

・全国の保育園や幼稚園の子供

達。

・足の健康を考えて作られた天

然素材の草履「ケンコーミサ

トっ子」。

知財

・足の健康な成長につながる草履

づくりのノウハウ。

何を

・兵庫教育大学の原田名誉教授。

・熟練した草履づくりのノウハウ

と、子供たちの足の成長を促進す

るノウハウが合わさって、商品を

産み出された。

資源 ビジネスモデル 価値

こ
れ
か
ら

事業概要

こ
れ
ま
で

価値資源 ビジネスモデル

経営方針との関係 事業概要 経営方針との関係


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7

